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　　　　　　　　　　緒言　　　　例，嚢胞瞥1例lllや｝性腹膜炎7例であiハ心嚢液は結
　癌細胞に関する研！光は形態学・生化学を中心にめざ　　　核性のもの1例である・・尚，症例21朗加夷炎と心嚢炎

ましく発展しことに繊1形1源学鴫脚こおいて刷ll　な・症伽51渤膜炎と腹膜炎齢併している・

診断に役立っている。近年，サ、ゆ繍包膜についても之主　　　2）実脚鉱

意がむけられ，その物理化学的性状の追求において，　　　　胸膜・腹膜・心嚢舞刺により滲出液を採取し・液5cc

繍包畷面荷電に関係する細包甑醐も応用される　｛こつき5％EDTA・2N・水溶液0・lccの割合にカ【1え

ようになった。癌細胞特有の代謝，腫瘤形成，転移な　　　凝圃な防いだ。200915分間遠心分離後buffy　coatを

どは，すべて細胞膜を通しての代謝であり，細胞膜間　　　吸い上げ1別の遠沈響に移し，その約10倍錨：の泳動用

の問題であるから，膜に注意がむけられるのも襲然と　　　mediumを加え，再び200チ玉5分闇遠心分離し・上清

いわねばならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　を捨てて沈渣を泳動装蹴に入れた。以上の操作は室温

　動物の実験癌における癌細胞の易動度については1　　　で行った。泳動mediumの組成はFurch葛ott4）らに

AmbroseDら多数の報告があり，いずれも正常細胞よ　　　準じ，5・4％ブドウ糖水溶液75容，1％食塩水溶液225

り髄い易動度を報告しノイラミ4一ゼ処理｝・よ　容騰MKH・PO・水撒0・踏，鳶M　N・・HPO・水

りその易動度の低下が観察されている．人の癌細胞の　　　溶液2・0容から成り，pH　7．2イオン強度0．043，20℃

易動度測定は，材料入手のむずかしさと，細胞分離の　　　での粘度1．100cpである。比電導度は22°Cで，37．8

煩雑さから研究が遅れ，その結果も，易動度が高いと　　　x102μ621°Cで36．4×102μひ23℃で38．5×102μび

するRueff2）らの報告と，正常細胞と変らないとする　　であり，泳動は22．0土0．5°Cで行い，泳動前の値で易

Vassar3）らの報告などがあり，一致をみていない。父　動度を計算し1糊斐柵三はしなかった・泳動装澱は

人の胸水や腹水中の癌細胞の易動度については米だ報　　　ZeissのcytOpherQmeterを一部1改造して，顕微鏡倍

告した者はない。著春は臨床において比較的容易に入　　　率を40Q倍にしNiko11のモータードライブ付カメラ

手できる胸水と腹水中の癌細胞を泳動し炎症性滲出　　　と，オートタイマーストロボをとりつけ，5秒間隔

液等の細胞の易動度と箆異があるかどうかを追求し，　　　で電流方向を変えながら3枚の連続撮影を行い，約2

蕩干の知見を得たので報借する。　　　　　　　　　　倍に引き伸ばし焼き付けて移動距離を測定した。泳動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電流は2魏ゑを使用し，測定結果はHaemQcytOpherQ一

　　　　　　　検査対象及び実験方法　　　　　　　　　禦amに準じたグラフに示した。易動度単位はμ／就／

　　　1）検査対象　　　　　　　　　　　　　　　　　y／鋸である。滲出液の蟹白濃度は日立蛋由計にょる

　戸塚内科入院患者20例，他の病院の入院患者5例の　　　ものである。

計25例である。各症例は衷1に示す如く，胸水におい　　　　尚，癌の症例で数個の細胞が塊を形成している場合

ては，結核に闘係するもの4例，気胸によるもの2　　　は，3個迄は1つの値として採用し・それ以上のもの

例，癌性肋膜炎11例で，腹水については，肝硬変1　　　は除外した。
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表1　　　　、検査対象及び滲出液の蛋白濃度
　　　　　　　　　　　（但し，癌例18，19は呈慮出液）

旋　　例　　性　年令　　　　病　　　　　　　　名　　　　　対象　　蛋1知濃度

1　Y．S．　孚　　50　肺結核，結核性1儂胸　　　　　　　　　川旬　：4く　　　5，2〃‘16

2　N．Y．　δ　56　肺結核，随伴性肋膜炎　　　　　　　　　〃　　　　4．2

　　　　　　　　　　　　　　　随伴側三心獲炎　　　　　　　　心嚢液　　　6・2

3　N，K．　δ　69　滲出｛ゴk逓力膜炎，混合感染　　　　　　　胸　水　　　5，8

4　A．K．　♀　窃6　滲出性肋】漢炎　　　　　　　　　　　　　〃　　　　6．0

5N．　fr．♀61　rl発気月旬　　　　　　 〃　　5．〔」

6　T．Y．　♀　46　人］二気胸，川」良11k腫瘍　　　　　　　　　〃　　　　4．｛～

7　Y，Y，　♀　76　肺癌，癌性肋膜炎　　　　　　　　　　〃　　　　3．1

8　M，H，　δ　46　　〃，　　〃　　　　　　　　　　　　〃　　　　，LO

9　Y．H、　δ　　57　　〃，　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　3．2

10　S．M．　δ　59　　〃，　　〃　　　　　　　　　　　　〃　　　　、1，0

11　K．T、　早　38　クルーケソベルグ腫瘍，癌憐肋膜炎　　　”　　　　4・l
I2　　　N．　1｛．　　♀　　　74　　ソ1癖｛生IIヵ｝i契炎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　5．7

13　0．S．　♀　63　肺癌，癌性肋膜炎　　　　　　　　　　〃　　　　1．7

14　M．T，　♀　77　　〃，　　〃　　　　　　　　　　　　〃　　　　3，（1

15　K．K．　♀　68　肝癌，癌性肋膜炎　　　　　　　　　　〃　　　　，且，り

　　　　　　　　　　　　　　癌性腹膜炎　　　　　　　　　腹　水　　　玉。8

16　S・Y・　♀　40　癌性肋膜炎　　　　　　　　　　　　胸　水　　　3，4
17　　　Y．　S．　　奪～　　70　　　月市夷輝，　り畠｛茎k規Jll莫多ξ　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　蕪，0

18　K，G．　δ　70　肝硬変　　　　　　　　　　　　　　腹　水　　　1．5

ユ9　　1．S，　δ　　59　 嚢胞「懸　　　　　　　　　　　　　　　　　 〃　　　　 3。0

20　H，T．　♂　67　留癌，癌憔腹膜炎　　　　　　　　　　　〃　　　　4．2
21　　　H・　J．　　　♂　　　47　　　　〃　，　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　2。6

22　　　グ1、．　’r，　　　♀　　　51　　　　〃　　，　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　3，6

23　　　1（．　’r．　　♂　　　46　　　　〃　，　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　4．3

24　　1（．S。　δ　　75　　1〕〔r玉刀腺葺垂1，痘洞ノ1三川夏｝1莫∫楚　　　　　　　　　　〃　　　　　玉．0

25　　　0，　H．　　早　　　52　　　1P寧1臓夢！癖，　り｝郵1生ll夏｝嘆多乏　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　2．5

　　　　　　　　成綬及び症例　　　　　　　　　　　　が易動度のバラツキを示し，高さが細胞の数をノ乏わ

　　　1）胸水中の細胞の易動度　　　　　　　　　　　　し・頂点がmodeの億を示す、，

　　i）結核牲肋膜炎　　　　　　　　　　　　　　　　症例1は肺結核1こ合併した結核性膿1洵であ轍、易

　結核性肋膜炎には，肺病巣の有無に．より，続発挫　　　動度LOを中心の細胞嚢羊（fracti｛m）が多く，少数の

（随伴性）と特発性のものにわけられるが，まとめて　　L18近くの細胞を認めたD金細胞の易動度の平均値1よ

4例の結果を図1に示す。図の1：三角形の意味は，底辺　　　1・1｝19である、，易動度0・953の典型的な細胞像な図紐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に添す9細胞の大きさと易動度から好中球と滑えられ

症例轟5　・0　・・繍勉蹴騰講膿1宮蒲　
　　　1　一△⊥＿」　囎発働髄・齢感染州厭概醗・磯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は膿胸の状態であった、，易動度は‘｝．662～玉．323の広い

　　2　　．」＿＿一一氏△⊥　　範囲に及茜ミカい陶値ではLo13であ凱症例柑特

　　3　一　　製騰鍍1講錨掘i徽諜業野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これはリソパ球と思われる血

　　4　・一一　　ii）気胸の胸劇嚇lll胞
　図1・結核性肋膜炎の胸水中の細胞の易動度　　　　　　気胸には胸水貯溜を来たすことがある、，図4はその
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鱒蟻．

図2．　症例1　　　易動度　0・953　　　　　　　　図3．　症例4　　　易動度　1・052

症例講，OL＿⊥＿＿一雛ぼ徽糊ら論霧瓢驚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，核の大きさ等は，はっきりしない。他の細胞は直

　　5　　．＿＿∫＼＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　径7～13μのものである。症例8は肺癌と肝硬変の合

　　・　．血＿＿　併例で，・胤た細胞数が少い・・易動度の平均値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．928であり，直径16μ，易動度0．809の大型の細胞を
　図4．　　気胸の胸水中の細胞の易動度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認めた。症例9は肺癌による肋膜炎であり，平均値

胸水中の細胞の易動度である。症例5は臼発気胸が肺　　　0・713で，1【身：径18μの易動度0・515と0・625の2っの

尖に起き，1年以上の経過で胸水が出没した患者であ　　　細胞を認めた。症例10も肺癌によるもので，平均値

る。平均値は0・983で，変形した細胞もみられた。症　　0・867，最大の細胞はll’1：径16μ，易動度0・808である。症

例6は人工気胸に合併したもので，塗抹標本ではほと　　　例11は既往症に胃切除があり，Krukenberg／s　tumor

んど好酸球ばかりであった。平均値は1．029である。　　　の肋膜転移と考えられる症例で，平均値は1．184であ

尚，人工気胸は，肺野型の良性腫瘍の検査の］的で行　　　る。この値は肋膜炎の中では最も高い値である。易動

ったものである。　　　　　　　　　　　　　　　度1．1～1．4の細胞が多く，1・322と1・270の細胞は図

　　iii）癌性肋膜炎　　　　　　　　　　　　　　　　　　7に示す如く，大きさは小型な白血球程である。叉直

　癌性肋膜炎は原発巣が肺癌の症例が多いが，原発巣　　　径18～22μの易動度0．845の細胞も認めている。この

不明の症例は12と16であり，症例15が肝癌，症例11は　　　症例は15日後に再検したが，平均値は1・143であった。

Krukenberg／s　tumorである。易動度の結果を図5に　　　症例12は肺癌と考えられる症例で，平均値は0．861で

示す。症例7は肺癌による癌性肋膜炎で，易動度の平　　　ある。大きな細胞塊を認めたが，測定はしなかった。

均値は0・909であるが，最大r白：径18μに及ぶ大型の細　　　やはり大型細胞があり，最大は20μである。症例13は

胞が認められた。このような大きな糸ll1胞は，結核性や　　　肺癌によるもので，平均値は0．939，大型細胞で易動
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図5．　癌性肋膜炎の胸水中の細胞の易動度

図7．　症例11　易動度　1．322と1．270

度LO以下のものを多数認めた。症例14は肺癌による

もので，平均／直は0．951であり，lrl：径16μ以一hの細胞

を3個認めている。症例15は肝癌によるもので，平均

値0．865であり，直径18μ以Lの細胞多数認め，その

多くは易動度1．0以下であった。症例16は肺癌と考え

られる症例で，平均値0．937であり，測定した細胞数

は少いが，大型の細胞を認めた。症例17は肺癌による

ものであ1），平均値0，767で，易動度1．0以下の大型

の細胞多数認めた。

　以Lが癌性肋膜炎であり，大型細胞がすべての症例

にみられ，症例11を除いては，易動度の平均値が結核

性のものより低いことが特異的である。

虐　　　　　　　　　2）腹水中の細胞の易動度

　　i）腹腔濾出液

　2例のみであるが，結果を図8に示す。症例18は肝

硬変症で，食道静脈瘤破裂にて死亡した患者である。

平均値は0．859で，rr〔径18μの細胞を1個認めてい

るQ症例19は嚢胞腎の患者で，尿毒症の時期の腹水で

ある。平均値は0．815であり，大型の細胞はみられな

かった。尚症例18が肝癌を合併していたかどうかにつ

図6・　症例7　　　易動度　0．744　　　　　　　いては不明である。
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症例融露＞OL＿＿」L＿1・5

18　　　　一＿△△△△∠L△＿＿＿

19　　＿＿山△』」＿＿＿＿
図8．　腹水（濾出液）中の細胞の易動度

　　ii）　 癌P’1生ll夏晒莫多乏

　図9に示す如く7例である。症例15は胸水について

は先に述べた通りであるが，腹水の細胞の易動度も平

均値0．820で胸水の0．865と近い値である、細胞塊の

多い腹水で，lrl：径18μ以上の細胞も認めたが，易動度

測定には失敗した。症例20は胃癌の患者であり，腹水

は細胞が少く測定した細胞も少い。平均値はL424と

高い。これは2個の細胞が1．763と1．801と高い易勤

度を呈したためで，図には2つの平均として1，782と

易動度　0．5　　　　　　　1．0　　　　　　　　1．5

症例い〆sec！v〆C皿1

15　　＿＿△△＿△」一

20　　　一＿＿＿＿＿△．＿＿△＿＿＿＿＿＋△　　　　図10．　症例20　　　易動度　1・801

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，782

21　　＿△＿△一＿＿＿

22　　．＿＿血＿一＿＿＿

23　　＿＿＿一
24　　一一一
25　　＿＿△曲ムー⊥止＿＿　　　　　　　　　　　耐

図9．癌性腹膜炎の腹水中の細胞の易動度

してある。その細胞像を図10に示すが，大ぎさはや鼠

大きく，表面は平滑に近く，今迄出て来た細胞とは

異なる。この易動度は，赤血球の易動度1・3～1・6より

も高く，現に図中において並列する赤血球よりも速く

動いている。症例21は胃癌によるもので，平均値は

0・899であり，大型の細胞は認めなかった。症例22も

胃癌によるもので，平均値0．885であり，直径30μの

大型細胞（多分1個の細胞と考えられる）を認めた。

その易動度は0・911で図11に示す如くである。症例23

も胃癌の症例で，平均値は1．011である。大型の細胞

多数あり，直径20μ易動度1．367という，大型細胞と

しては高い易動度の細胞（図12）を認めた。他の大型　　　　図11・　症例22　　　易動度0・911
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細胞も1．250の易動度で，易動度高い大型細胞がこの　　　はなく，白血球や組織球も混在していると思われる

症例の特徴である。症例24は前立腺癌の患者で，平均　　　が，その鑑別は位相差顕微鏡といっても400倍であり，

値は0．886であり，大型の細胞はみられなかった。症　　　細胞は浮遊iしている状態であるので不可能である。し

例25は膵癌の患者で，平均値は0・935であり，大型の　　　かし大型の細胞は癌症例に出現していることと，大き

細胞は認められなかった。　　　　　　　　　　　　　　さからみて癌細胞の可能性が強いので，細胞の大きさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真上の最大直径）と易動度の関係を調べた。図14

　　　　饗、。．1鞭　　紘；僧麹　戸・・．　　　　樗歪　　は胸水の症例のうち，測定細胞数の多い6症例につ

　　　懸騨懸鎌垂’、5・’鐘き単の細胞のみ・・あげて・・入・た・のであ・・

　　　　　　　　　　　　　　嚢．、・．、　　．　　．．　　　症例1は易動度は1．0中心に，細胞【自：径は10μを中心

　　　　　補。日蔽耽船．　　　にかたまり，似たような糊包の集まりで，易鍍と，r1：
　　　　・・．　　1鞭§残3・　径の間に変化、・少い．症例、蜴鍍は。，－1．3の間

　　　　　　螺』鍵驚輸4∴縄矢欝獅魏慧蒲編麓

直径8～16μの間に分布し，弱い負の相関があるよう

にみえる。以上の3例は結核性であるが，症例11・

12・15は癌性である。症例11は易動度0．7～1．4，II｛〔径

7～22μに分布し，直径10μ前後の細胞が多い。llF1：径

18～22μの細胞の易動度は症例1・2・3に比し著し

く低いということはないが，この症例においては低い

度0．6～1．2，直径6～20μに分布し，18μの細胞が最低

の易動度を示している。症例15は易動度0．5～1．3，直

径10～28μに分布し，28μの細胞の易動度は低いが，

22μでも1．2以上の易動度を示し，直径と易動度の間

と結核性では大型細胞がみられず，細胞直径と易動度

とはある程度負の相関が認められることがあり，癌性

　図12．　症例23　　　易動度　1．367　　　　　　　では大型細胞は易動度低い傾向があるが，逆に大きく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て易動度高いことがあり，一定の傾向はみられないと
　以上が腹水中の細胞の易動度であるが，平均値から　　　いうことができる。

は，濾出液と滲出液との間に差がみられないものが多

い。大型の細胞の出現する率は，癌性腹膜炎に多い　　　　　　　　　　　　考　　按

が・胸水のように癌だけに出るというものではない。　　　　近年，細胞電気泳動は人の癌細胞についても応用さ

　　　3）心嚢液中の細胞の易動度　　　　　　　　　　　れるようになったが，その多くは組織培養又は手術

　測定したのは結核性心嚢炎の1例だけである・図13　　時の組織採取によるもので，胸水・腹水・心嚢液中の

に示す如くであるが，細胞は少く・平均値は1・029で　　　細胞に関する報告はみられなかった。従って比較検討

あり・大型の細胞はみられなかった。　　　　　　　　　することは困難であるが，髄液中の細胞については

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sachtleben5）6）らが髄液をそのまま泳動し，正常値を

症例、騰，LO・・，1・0　1…　％－1耐イ・レス騰1・－1…結核・・騰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．6～0．8と報告している。結核性髄膜炎の髄液中の細

　　2　　　　＿＿＿＿＿ヱL」一　　　　胞の易動度が低下したようであるが，著者の成績で

　図13．結核性心嚢炎の心嚢液中の細胞の易動度　　　　　は，結核性肋膜炎は0・7～1・3の易動度であり・平均値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は4例ともLOをこえていて，混合感染を有する症例

　　　4）細胞の大きさと易動度との関係　　　　　　　のみ0・6～0・7の易動度やX低い細胞が認められた。

　癌性の滲出液の症例では，すべての細胞が癌細胞で　　　又，自発気胸の胸水中の細胞に比較しても，平均値が
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図14　　　　胸水中の細胞の蔵径と易動度
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ほとんど等しく，結核性のものと藻異カミみられない。　　　な癌細胞と考えられる。この細胞は良くみる，ヒ，か疏

一方，1酬k肋膜炎においては，易動度の平均値IJ：0．713　　り大きな核らしき物を認める‘、胸水に；掛ナゐとlllJ様

～0．951のものが多く、結核性のものより低値であ　　に，腹水においても，癌細胞に易動度の高い4，のと低

り，1例のみ1・184でiif直を示した1こすぎない。動物　　　いものがあっても良い‘ヒ思われる1，

における癌で｝、L，易動度が高いと報省’する者が多い。　　　　易動度が高いということ1よ，細胞の陰i’ll荷’ll立が強い

Ambrose】）らはハムスター1｝腎1唾瘍と，ラット｝11P腫瘍の　　　　ことを意i朱するが，陰｛ノk荷電にノイラミン酸（シフ「ル

易動度が正常細胞の2倍近いことを認め，FQrrester　　酸）が大きな囚子であることは，多くの人により認めら

7）らは11amster　embryQにpolyoma　virしtsを感染さ　　　れてきた。腫蕩細胞｝こノイラミ晶潔’一ビな作川’・1髄る，ヒ

せ，易動度の上昇するものと，下降するものの出現を　　　易助度が低下することは，Forr翰tぼ7），　Fuhrmanu吻，

認めた。更にRuhe：1stroth－BauerB）らは人1前1液糸Ill胞，　　Mayhewi3）14），　RuhellstrQLh－B乙しuer8）15）ら｛」娘fllし，、

骨髄細胞，ラット1汗剰ll胞，｝11：癌細胞等泳動し，白1血L病　　　　ノイラミン酸が荷電の説役”であることは紺盤で孟1ξ，ろう

細胞，骨髄細ll包，肝癌細胞のみならず，増殖盛んな肝　　　が，しかし，細胞の種類により保付rl鴨るノイラミン酸

細胞の易動度も高いことを認めた。又Heard9）らは正　　　の不」且類と．夏｝：が異なり1ノィラミニダ…ビ作川礎の易ll勇

常細胞でも，若い時期の細胞の易動度が高いことを，　　　度の低下度も異なることが，Fuhrma！m1の，　Grmlzer

マウス線維芽細胞について帳r玉fしているQ　　　　　　　　17），Kraemer18），　AΩユbro臼e19）もに」：りrl乏告さオ1，甑に

　一方，人闘の癌細胞々・二ついては，Rueff2）らは1肝簿粘　　　ノイラミン酸の細胞内分布も一一・様｝Cな1，慌，ヒがWaト

膜細胞より易勤度高いと報告したが，Vassarのは大ll易　　lach鋤にょり報告されている、，従．って細胞ノξ1醜ご．『∫け

癌とそのまわりの正常上皮を泳動し両者の間に易！1勇　　るノイラミン酸の脚義にっいては，未知の部分がか蹴

度の差がないことを認めた。Mayhewlo）13）らはHeLiし　　　り残されていゐといってもよい。

細胞RPMI　No41（人のosteogenic　sarcgma），　RPMI　　　ノイラミニダーゼの他に易動度に関係するもの｝よ多

No212（人のmesotheliQma）等を泳動しl　IleLaよ　　　いが，その中に．カルシウノ・の問題がある、，腫瘍組織に

り非上皮性腫瘍細胞の方が易動度高く，又RPMI　No　　はカルシウムが少いことはLon霧21）らにょり誌めらオ・し，

41は細胞の分裂期に易動度が上昇することを報告し　　Vassar11）らはカルシウムが細胞の炎画荷蹴を下げゐ

た。同様にVassar11）らも入のいろいろな腫瘍細胞を　　　ことをみている。細胞膜はノイラミン酸を央っても，

泳動し，癌よりも肉腫の易動度が高いことを甜めてい　　すぐ樽生し，細胞の活力には影響しないとのRu・・

る。胸水中の細胞は，癌性肋膜炎といえども，すべて　　　henstroth－Bauer8）22）らの報告があるが，細胞膜のリ

癌細胞というわけではなく・その点において本実験に　　　ン脂質は細ll包の活力にも影響するといわれ，斤細胞の

r・題が残るが・上皮酬i胞の方溺阯劇細1色よ蜴　粘灘三につし・てはE・・ty・・）らが報告し発脊と1の関係

動度低いとするならば・大型のや工易動度低い細胞を　　　はAml｝rose24）らがその必要性を忍めている。斑に腫

癌と考えても良いと患う。吏に，胸水中の癌剰il胞は原　　．瘍細胞の易動度を低1下させるものに，抗体・就癌剤・

発巣より転移又は浸潤し，胸水中に浮遊したものであ　　　ウイルスがある。Hartman25）らは抗体で，山田26）らは

るから，原発巣や培養中の細胞より生活条件が悪く，　　　11itroll｝inで，　Ch三uldlluri27）らはactin。mycin　Dと

分裂期の細胞が少く，変性を起し易いと考えれば，－　　　1）イ1uorophenylalanineで，　Sachtleben28）らが1　PQIiQ一

般的には易動度が低くてよいように思われる。しかし　　myelitisvirusでそれぞれ易動度の低下を報癬してい

癌の分裂増獺の時期にぶつかれば，癌細胞の易動度も　　　る。

上昇してい℃良いと考えられ・例外的な症例11にみら　　　本実験においても，抗癌剤を使用していた症例もあ

れた小型細胞も癌を否定することはできない。　　　・　るが，その影響については不明である。　　・＼

　腹水中の細胞の易動度は傘脚こ低く，癌に関係しな　　　細胞の大きさと易動度の関係は一般的には犬きな細

い濾出液中の細胞もO．859，0815であ，り，癌性腹膜炎　　　胞は易動度が低い傾向があることをみたが，錨1：例が

の痕例において～』2例を除いて平均値が0、8～0．9であ　　岡様な結果を示したわけではない。Patinkin20）らは

る。この例外的な症例のうち，症例20｝よ測定細1｝包が少　　　Lalldsch轍z腹力く癌と・マウス腹腔の岡1血L球｝三っき，

い所に，2個の易動度の高い細胞があるために，1均　　　mediumの滲透U三を変えながら易動度を測定し，数％

値が1．424となったのであるが，他の症例の細胞と比　　　の変動しかなかったことにより，細胞の大きざと易動

較しても，非常に平滑な感がある像であり，異質な細　　、度とは関係がないと述べ，Nordling30）らはRPMI　N。

胞又は特殊な細胞と考えられる。症例23の大型で速い　　　41，RPMI　No212，　HeLa等の細胞をホルムアルデヒ

細胞（図12）は，衷面1淵頃粒状であることから，新鮮　　　ド，鹿化㌶二水銀事で固簸した後易動度を測定し，
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その細胞を再び集めて細胞表画積を測定した結果，　　　　5，腹水lilの細胞の．1鋤度は，濾出液にてO・815と

spreadと110n　spreadの聞に大きな易動度差はみら　　｛「｝・859であり，癌性腹膜炎では，0．820～1・011の症例

れないと報告した、，しかしこれらの報御よ，著者の成　　が多く，1例のみ1，424と高い値を示した。

績の如く，1個の細胞について易動度と大きさを対比　　　　6．癌性月麺水中には大型の紐1胞を認めた症例が多

させたものではなく，細胞群の1均値の比較に終って　　　く，その細胞の多くは易動度が低い傾向にあったが，

いる。署断のi爽験において，癌の症例でも湘111勉がすべ　　　　例外1杓な細胞も1隠めた‘，

て癌でないのが欠点であるが，図14の症例15のよう　　　　7．胸水・腹水共に癌岳【ll胞・白面L球・組矛1卸求の区別

に，同じ大きさで易動度が火きく異なる場合には，両　　　を1．kっきりつけることはでぎなかったが，大型の細胞

細胞が癌であるとしたら，癌細胞膜の多様さを11くすも　　　は贈i荊ll胞と考えられ’たc、

のとして興味深いu　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．紬核性心嚢淡の心i嚢液中の細胞の易！助度は，結

　癌細胞の表湘荷’1繍島　ri律的に増殖一1帽る性質（COII一　　　核性1切膜炎の値に近かった。

tact　inhibitionの欠如）と転移し易さとしての，細胞

の料i潮三との関係に一役醐っているとの賄があ　稿を糸冬聾臨偽終始御懇篤なる衛轡轍閲鶴1
・．氏・br・…9・は・・…C・・…b・…がな・・細胞は灘曳i繍讃螢醤編灘1慰繍鰯叢

陰性荷蟹が強く，従って反発力が強いので口律的に増　　　授，松沢良昭博士及び検体採取に御協力頂いた方々に

殖し易いと述べ，VaS5ar1Dらは上述の女rlくカルシウ　　　感謝致します、，本文の要旨は昭和43年10115日第19回

ムを強，肌，S、k、i・・1・。lk繍のAII細胞・蜴嫉を1　II　鹸泳・　わ鞍総会において骸した・

驚し，転移し易いfrec　cell型の方が，　island形成望f【1

より陰性御Eが強いと報告した。　　　　　　　　　文献
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